
我々が最初に１９９８年にショウジョウバエ時計遺伝子と相同遺伝子Ｐｅｒｉｏｄ２をク
ローニングしたのはラットからである。なかなか世の中に信じてもらうまで時間を
要した。現在では、マウスからヒト、ブタ、ウシ さらにはウサギまでこれらの時計
遺伝子は存在するが、植物やバクテリアは少し様相が違うようである。 
 体内時計を理解するためには、眼からの光による脳時計と、食事の成分が肝臓
等を通して調節する末梢時計の二つの経路がある事を理解していただく。さらに
このような基本的なリズム発振機構はショウジョウバエからヒトまで良く保存され
ており、遺伝子レベルから種を越えた驚くべき共通性がある事を解説したい。 
 さらに最近の研究から、生物時計を司る時計遺伝子産物ネットワークの下流に脂
質・糖質代謝に関わる多くの蛋白発現が調節され、時計遺伝子とマウスの肥満や
冬眠の分子機構も説明される時代となってきたので、これらの点について解りや
すく解説したい。 
最近我々が最も力を入れているショウジョウバエを用いた認知症モデルの話も紹
介したい。医学会ではゴーシェ病原因遺伝子をヘテロに持つ患者さんが２８倍パー
キンソン病を発症することが話題になっている。具体的にはヒトパーキンソン病原
因遺伝子（α―シヌクレイン）やゴーシェ病原因遺伝子（ＧＤＢ）を導入したモデル
ショウジョウバエを用いてその分子機構から治療戦略までを紹介したい。 
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